
１．令和2年度地域連絡会議等（地域連絡会議、懇談会、調査票）でいただいたご意見

有人島のネズミ対策について

1

資料３



2



3



２．有人島（父島、母島）におけるネズミ類の一斉防除の状況
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■集落ネズミ一斉防除 結果概要（令和２年度冬期）

期 間
父島：２月１日（月）～５日(金)
母島：１月２５日（月）～２９日(金)

場 所
大村地区、清瀬地区、宮之浜道地区、
奥村地区、 扇浦地区、小曲地区
元地地区、静沢地区

体 制
実施：小笠原村（受託事業者：フローラ）
協力：小笠原自然保護官事務所、
小笠原諸島森林生態系保全センター、
東京都小笠原支庁、
その他関係機関・団体等

方 法
・エサは魚肉ソーセージとゴマ油を使用
・初日の午後にカゴわな設置し、毎朝点検

カゴわな設置エリア図（母島）

奥村地区

カゴわな設置エリア図（父島）

清瀬・宮之浜道地区大村地区

扇浦地区

■地区ごとの捕獲率・捕獲数の推移



■設置箇所の推移

大村地区
・村管理地での自前対策を強化。
・他地区での自前増により浮いた委託
費を活用し、大神山公園での対策を
強化。

210
164 161 168 149 188

2
32 37 49 62

69

0

100

200

300

400

H29 H30 R1夏 R1冬 R2夏 R2冬

農協、郵便局、警察等に
協力いただいています！

(基)

各グラフの凡例
自前設置
委託設置

奥村地区
・新たに野生研による自前対策を開始。
・漁協周辺を委託から漁協自前に変更。
※一部、工事中につき委託基数減。
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漁協、野生研等に
協力いただいています！

(基)

清瀬地区
・新たに野生研、郵便局による自前
対策を開始。
・水産センター周辺を委託から支庁
自前に変更するとともに、基数増。
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野生研、郵便局等に
協力いただいています！

(基)

その他（扇浦、小曲、宮之浜）
・他地区での自前増により浮いた委
託費を活用し、扇浦分譲地での対
策を強化。
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宮之浜（その他に含む）

元地
・出荷場周辺を委託から農協自前に変更。
・浮いた委託費を活用し、都職員住宅周辺で
の対策を強化。
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静沢
・港湾用地において、漁協によ
る自前対策を追加。

(基)

漁協等に協力いただいています！

参画団体や関係機関等の協力により、集落と自然域の境界部分（大神山公
園、扇浦分譲地、清瀬樹木園）等で設置箇所を増やすことができました。

父島

母島
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クマネズミ Rattus rattus

◆ 原産地：東南アジア
◆ 大型で、最大で体重300gに達する
◆ 種子や果実が主食だが、昆虫や貝類も食べる
◆ 樹上活動が得意
◆ ドブネズミほどは長距離を泳げない

ドブネズミ Rattus norvegicus

◆ 原産地：中央アジアないし中国北部
◆ 体重は最大で500gに達する大型種
◆ 種子や果実が主食だが、昆虫や貝類、魚類も良く食べる
◆ 樹に登るが、樹上活動はあまり得意ではない
◆ 泳ぎが得意

ハツカネズミ Mus musculus

◆ 原産地：アジア西南部
◆ 体重20g程度の小型種
◆ 草の種子が主食で、動物質はあまり食べない
◆ 樹上活動はほとんどしない
◆ 泳ぎは不得意

１．小笠原諸島におけるネズミの生息状況

■聟島列島のネズミ類

✓ 聟島、聟島鳥島、媒島、嫁島にはク
マネズミのみが生息

✓ 北之島はおそらくネズミ類の生息な
し

✓ 笹魚島、中之島、針之岩は調査履歴
なし

※ ネズミ類駆除開始以前の分布

聟島

北之島

媒島

嫁島
ハツカネズミ

クマネズミ

ドブネズミ
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（参考）小笠原諸島のネズミ対策について



■母島列島のネズミ類

✓ 母島にはドブネズミ、クマネズミ、
ハツカネズミの3種が生息

✓ 母島周辺の属島にはドブネズミのみ
が生息している

母島

向島

平島

姉島 妹島 姪島
ハツカネズミ

クマネズミ

ドブネズミ

■父島列島のネズミ類

※ ネズミ類駆除開始以前の分布

✓ 父島にはクマネズミとハツカネズミが生息
（ドブネズミもかつていたが、おそらく消失）

✓ 父島周辺の属島には全てクマネズミのみが生息
✓ ただし、弟島にはハツカネズミも生息？

父島

兄島

弟島

南島

西島

東島
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■クマネズミの島間移動（父島列島）

父島列島のクマネズミの遺伝学的集団構造

参照：小笠原諸島におけるRattus rattus species complexの遺伝学的集団構造（山形大学理学部 山手）
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【聟島列島】

島名 期間 方法 実施機関 駆除対象 実施状況 達成状況

聟島・鳥島
267ha

2008年8月
2010年1～3月

ヘリ散布 環境省

クマネズミ

実施済 根絶

媒島
137ha

2018年9～10月
2019年2～3月

手撒き
UAV散布

東京都

実施済 対策中
(根絶確認中)

2018年9月～ BS設置 実施中

嫁島
85ha

2019年7～10月
2020年3月

手撒き
UAV散布

実施済 対策中
(根絶確認中)

2019年7月～ BS設置 実施中

【父島列島・母島列島（無人島のみ）】

島名 期間 方法 実施機関 駆除対象 実施状況 達成状況

兄島
788ha

2010年1～3月
2016年8月

2021年3月予定
UAV・ヘリ散布

環境省

クマネズミ

実施中

対策中
(低密度)2015年2～7月 かご罠捕獲 実施済

2015年9月～ BS設置 実施中

人丸島 6ha
瓢箪島 9ha

2010年1～3月
2016年8月

ヘリ散布 実施済 対策中
(低密度)

2016年8月～ BS設置 実施中

弟島 520ha 2010年1～3月 ヘリ散布 実施済 未達成

孫島 16ha 2010年1～3月 ヘリ散布 実施済 根絶

西島
49ha

2007年3、4月 BS設置 民間事業者 実施済

対策中
(低密度)

2010年1～3月
2016年8、11月

UAV・ヘリ散布

環境省

実施済

2016年11月～ BS設置 実施済

東島
28ha

2008年8月
2010年1～3月

ヘリ散布 実施中 根絶

巽島
4ha

2010年1～3月 ヘリ散布 実施済 対策中
(根絶確認中)2018年9月 手撒き散布 実施済

南島
34ha

2012年1月～
年1～3ヶ月

手撒き散布
BS設置

東京都

実施済

対策中
(低密度)

2019年7月～ BS設置
実施中

実施中

向島
138ha

2020年2～6月
BS設置

管理機関
ドブネズミ

実施済
対策中

2020年12月～ 環境省 実施中

【目的】

陸産貝類の絶滅回避と個体群の維持・回復、海鳥類の生息・繁殖地保全、植生回復、
オガサワラカワラヒワの繁殖地保全（向島）などの生態系保全と環境衛生（集落）

【有人島】

島名 期間 方法 実施機関 対象 実施状況 達成状況

父島
2345ha
・
母島

1988ha

山
域

通年
希少植物食害防止、
ノネコ・ノヤギ対策の

影響モニタ
各管理機関

クマネズミ
ドブネズミ
（母のみ）

実施中 対策中

集
落

年2回 かご罠一斉防除 管理機関 実施中

対策中
通年

かご罠無料貸出、
殺鼠剤購入補助
（農業者対象）

小笠原村 実施中

２．小笠原諸島におけるネズミ防除対策の状況
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■殺鼠剤

【急性殺鼠剤（リン化亜鉛）】

薬剤：メリーネコリン化亜鉛など
形状：粒剤、スローパック（5g）
作用：胃酸と反応してリン化水素ガスが発生する。非常に

強力な神経毒で、中枢神経に作用する。
※肉が腐ったような臭いがする。抗凝血性毒物の殺鼠剤と
比較すると、喫食性は落ちる。

※ガス化するため、二次毒性は低い。

【抗凝血性毒物(ワルファリン系(ダイファシノン系、クマリン系))】

薬剤：ヤソジオン、メリーネコ３号など
形状：粒剤、スローパック（5g封入、10g封入）
作用：内出血を引き起こし、失血死を促す薬剤

血液凝固に関連するプロトロンビンの活性化を促すビ
タミンKを体内でリサイクルするためのVOKRの酵素活
性を阻害する。

※ワルファリンは狭心症の薬にも使用されている。

【第二世代抗凝血性毒物】

薬剤：ブロディファコムなど
形状：粒剤
作用：ワルファリン系等とほとんど同じ

体内の残留性が高く、哺乳類・鳥類においても肝臓
で分解されにくく、代謝されない。

※海外の島嶼におけるネズミの根絶は、ほとんどが第二世
代の薬剤利用。

※環境中で分解されにくく、非標的種への影響も大きい。
※陸産貝類への影響を指摘する論文もある。

ブロディファコム製剤粒剤
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（参考）ネズミ防除技術



海外におけるネズミ対策の事例（2007年調査）

上：全世界で根絶に成功した島の大きさと件数

右：根絶に至った毒性成分

15



『ベイト』とは？

bait：動物を捕獲したり、おびき寄せたりするための「餌」の意味

『ベイトステーション』とは？

動物を捕獲したり、おびき寄せたりするための「餌」を入れておくための箱

■ベイトステーション

ベイトステーションの種類

非常にいろいろな種類がありますが、材質などが異なるくらいで、それほど違いはありません。

・BS１基あたりの有効範囲は半径25m（196.25m2）
・BSはなるべく重ならないように約50m間隔で設置します
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主なセンサーカメラの諸元

製品名：Bushnell社製トロフィーカムHD３
撮影範囲角度：前方50°
センサー有効距離：約30m 
センサー反応角度：前方48°
トリガースピード：0.3秒

トリガースピードが遅いとネズミの検出ができない。

これまでの経験上、0.3秒であれば、検出可能

■センサーカメラ

・124基のセンサーカメラを配置

・ネズミの行動圏を考慮して、１台あた
り0.25km2（半径282.1m）をカバー

・解析は100カメラ日で割り戻し
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